
   

7/3 

 

7/12 

7/19 

7/31 

7/30・

8/2・6・8 

 第27回ライブラリーラウンジ 「紙飛行機を作って飛ばすだけ！ ～チー

ムワークについて考えよう～」開催   

第2回SALA加盟館 学生協働交流会（オンライン）に参加  

2024年度地域相互協力図書館館長及び主務者の集いを開催   

坂戸市立図書館協議会に出席  

「坂戸市立図書館：楽しもう！図書館を使った調べる学習コンクール  

応援講座」に学生アドバイザーが参加  

 ■ 

 

 

 

■   

オープンキャンパス 

7月（7/7・18（ナイト）・21） 図書館見学者 183名、 キーワードラリー参加

者 111名 

8月（8/4・25） 図書館見学者 349名、 キーワードラリー参加者 181名  

図書館見学（7/3・16・18・19） 

高校生115名・教員3名、合計118名  

 

石塚左玄と栄養学 
                       薬学部 教授  和田 政裕  

 皆さんは石塚左玄（1851-1909）という人をご存じでしょうか。現代では「食育の元祖」として紹介されることも多い

明治時代に活躍した人物です（福井市ホームページ https://www.city.fukui.lg.jp/sigoto/nourin/syokuiku/

isidukasagen.html）。1851年に福井県福井市の漢方医の家に生まれ、1868年（明治元年）に大学南校の助手、翌年には

文部省医薬局の助手となります。さらに1874年（明治７年）に陸軍で軍医試補となり、1896年（明治29年）には陸軍に

おける薬剤分野のトップである薬剤監に任命されています。 

 薬学部として注目しておきたいことは、明治7年という年はわが国で「医制」が開始され、現在の「医師」「薬剤師」

の制度が始まった年ということです。左玄はこのときに医師と薬剤師の両方の試験に合格し免許を取得しています。日本

薬学の歴史上、左玄はわが国最初の薬剤師の一人であるのです。 

 その左玄が、なぜ「栄養学」とつながりがあるかといえば、1896年（明治29年）に『化学的食養長寿論』を出版し、

この中で体育、知育、才育の基本となるものとして「食育」を挙げました。我が国で「食育」という言葉を初めて使った

のです。当時は「富国強兵」の時代でしたが、それにもまして食事による疾病予防、健康増進の重要性を述べているので

す。左玄の考えは「食養学」と称され、その後、左玄が自ら開設した市ヶ谷の自宅にある「石塚食療所」に全国から患者

が殺到するようになったといわれています。また晩年に創立した「食養会」にも皇族、華族や政府高官、政治家、企業家

なども多く参加したといわれています。 

 左玄の「食養学」はその出自に基づく「漢方学」「東洋医学」に根差したものだったのですが、現代の栄養学の教科書

では歴史の項目に必ず「日本での栄養学の創始者、栄養学の父」と称されている佐伯矩（1876―1959）は、左玄より一

世代後になります。佐伯は、私から見れば「西洋医学を主体とする栄養学の父」というべき人で、1914年（大正3年）に

白金の地に私立栄養研究所を世界に先駆けて開設します。そして当時の食養学の影響下にあったと考えられる「営養」と

いう言葉を現在使われている「栄養」に変えたのも佐伯です（1918年に文部省に建議した）。大正初期の頃の医療界の

状況は、もはや漢方などの東洋医学から西洋医学中心の時代になっていました。左玄の死後の1920年（大正9年）に佐伯

の尽力により内務省栄養研究所（現在の国立健康・栄養研究所）が設立されますが、これにより西洋医学に基づく栄養学

が国民生活に深く関わっていくことになります。一方で「食養学」はしだいに西洋指向の科学から外されることとなり、

その教えは思想家の桜沢如一（1893-1966）に継承され「マクロビオティック」へと受け継がれて

いきます。 

 現在、食育基本法が制定され、食育の提唱者たる左玄の食養学にも現代科学からの目が向けら

れてきています。アメリカを中心に発展したマクロビオティックはわが国に逆輸入され、そこか

ら左玄を知った人も多いと思います。「身土不二」は薬膳でよく使う言葉ですが、これも実は左

玄の言葉です。今、新しい姿で「石塚左玄」が甦ってきているのかもしれません。 

図書館彙報  

インフォメーション 

図書館員のおすすめ 1階 月別展示 

・ 

～あなたの1票でチャンプ本が決まる～ 

15:40  
 START 

詳細 

制限時間5分間でおすすめの本を 

紹介しあう書評ゲーム。 

観客は一番読みたくなった本に 

投票し、「チャンプ本」を決めます。 

時間：4限 
開催方法：オンライン 
 

2 1 

4 3 

今年もこの季節がやって来た！ 

10月9日(水)開催のビブリオバトルを控え 

歴代の発表本をズラリと展示します。 

詳細 

ライブラリーラウンジ 
 

イベントの詳細は 
P.3 アドバイザー通信へ 

関連本を1階で 

展示中です 

発行：城西大学水田記念図書館 
350-0295 
埼玉県坂戸市けやき台1-1 

TEL:049-271-7736 
FAX:049-286-8126 

mail：library1＠josai.ac.jp 
URL:  https://ibopac.josai.ac.jp/  

 P. 1 巻頭言 P. 2 図書館×研究室コラボ展示 P. 3 アドバイザー通信 
 P. 4 図書館員のおすすめ、インフォメーション  

福井市ホームページ 

「石塚左玄の紹介」 
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会場 図書館2階 視聴覚室 

 

図書館 
公式X  

図書館HP 
オンライン

相談 

悲しみで世界がモノクロになってし
まったくまが彩りを取り戻していく
物語。                      

くまの真っすぐな気持ちと美しい絵
と穏やかな文章に癒されます。  

紹介者：川崎 

図書館HPや公式Xでは、役立つ情報をお知らせし
ています。また、図書館員がオンラインでも資料
の相談を受け付けています。 
 

https://www.city.fukui.lg.jp/sigoto/nourin/syokuiku/isidukasagen.html
https://www.city.fukui.lg.jp/sigoto/nourin/syokuiku/isidukasagen.html
https://libopac.josai.ac.jp/bibliobattle.html
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-240829
https://twitter.com/lib_josai
https://libopac.josai.ac.jp/
https://forms.office.com/r/ngsks0C7hs
https://www.city.fukui.lg.jp/sigoto/nourin/syokuiku/isidukasagen.html


アドバイザー通信    

第27回ライブラリーラウンジ 

紙飛行機を作って飛ばすだけ！ ～チームワークについて考えよう～  

7月3日（水）、学生アドバイザー企画の第27回ライブラリーラウンジ

を開催し、アドバイザーを含め10名の学生が参加しました。 今回は現

代政策学部助教・酒井宏平先生を講師にお招きしました。 参加者は3～

4名ずつの3グループに分かれ、ゲームを楽しみながらチームワークの重

要性について学びました。 

今回の講師、現代政策学部助教 
酒井宏平先生 

今回のライブラリーラウンジは、始ま

るまでは不安な部分もありましたが、

前半のアイスブレイクが始まると大い

に盛り上がりました。後半は各チーム

が協力し、計画・目標を立て、紙飛行

機を飛ばすことが出来ました。テーマ

決めや集客など開催するうえで苦労し

たこともありま

したが、貴重な

経験となりまし

た。 

 
学生アドバイザー 

経営学部4年 

渡部拓真 
チームでしっかりと計画・目標を立てて
飛行機飛ばしに挑戦。70機近く飛ばしま
した！ 

開催後記 

坂戸市立図書館主催ワークショップで講師を務めました  

ビブリオバトル2024 in 高麗祭 

ビブリオバトルとは制限時間5
分間でおすすめ本を紹介し合
う書評ゲーム 。 
みなさんの1票でチャンプ本が
決まります！ 
11月3日（日）に坂戸キャン
パス高麗祭ステージで行いま
すので、ぜひお越しくださ
い。 
 

魚類の卵膜についての研究 
成果やわかりやすく解説した
パネルを展示しています。 

～卵膜形成の仕組みの進化～  

 の卵膜は 

   どうやって作られる？  

化学科佐野先生「生体分子生物学研究室」連携 

理学部化学科 佐野香織先生「生体分子生物学研究室」
とのコラボ展示を、1階ブラウジングコーナーにて開
催中です。 研究成果を分かりやすく解説したパネル
や、実験の様子を映した動画、研究テーマに関連した
図書を展示中です。 

研究室の動画を流してい
ます。学生が研究に取り
組む様子を見ることがで
きます。 
 

展示に関するコメントを募集中 

  

  好きな魚卵も教えてね 

研究テーマに関連した本を
展示しています。 
また、展示内容や展示本リ
ストを冊子にして配布して
います。 

展示の様子は 

こちらから。 

今回の講座では、簡潔に伝えることと、理

解しやすいよう小学生目線で接することに

重点を置きサポートすることを心掛けまし

た。小学生が記入するワークシートに使わ

れている漢字や文章から、どういった言葉

なら理解できるかを勘案し、コミュニケー

ションを図りました。講座回数を重ねるご

とに、参加小学生同士の仲が深まっていっ

たのが印象的でした。無垢な一生懸命さ

や、たくましさを忘れないようにしたいと

思います。小学生か

ら学ぶことができた

貴重な経験となりま

した。 

 
学生アドバイザー 

経済学部4年 

清水勇斗 

2023年度も大盛況でした。 

今年もみなさまのご来場をお待ちしています。 

 見に来てね 

坂戸市立図書館において「楽しもう！図書館を使った調べる学習コ

ンクール応援講座」のワークショップが開催されました。7月30日

（火）に行われた中村伸子先生の講義を引き継き、同日7月30日

（火）、8月2日（金）、8月6日（火）、8月8日（木）の4日間、昨

年に続き学生アドバイザーが講師となり、本の探し方、調べ学習の

取り組み方やまとめ方を中心に小学生をサポートしました。 

小学校3年生～6年生8名が参加し、参加した小学生からは「気に

なっていたことが分かって楽しかった！」「分かりやすく教えてく

れてありがとう」などの感想が寄せられました。 

https://twitter.com/lib_advis
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-240704

